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国主要変更点

(1)クラシックカー展開に伴い，フロントマスク新造形に合わせて，フロント.エアインテークダクトを新設。（ク 

ラシックカー専用）

⑵5 0 VI車のインヒビタ3界が[上部へ移設された為,エアクリーナ取付寸法を上方へ移動。

⑶上記に関連してホースエアクリーナの形状寸法を変更。同じくエアクリーナステー取付寸法を変更。

(4)八8 5車の展開に伴い，丨用玨〇1！は八33強調制御の他，八：8 3関連制御を追加し新製。

⑸雨中走行時や水溜り走行時等に於ける点火系の信頼性を高めるため，I 0コイルカバーを新設。（全車）

⑹デイストリビュータ換気ホースをデイストリビュータ本体にクランプ止めし，サービス性を向上。（NA車）

⑺八3 3車の展開による叼3\4？丨用芯〇1！のシステム内容変更に伴い，「電子制御式燃料噴射システムートラブル 

シューテング」を八5 3との関連を取り入れ，トラシューの内容を変更。

(8)八3 3車の展開による用兄011のシステム内容変更に伴い，セレクトモニタカートリッジを新設。
カートリッジ部品番号（新) 498349800



~0 ェアインテークシステ厶

圓構造，作動

纏

フロントエアインテークダクト（クラシックカ

クラシックカー展開に伴い，フロントマスク新造形に合わせて，フ〇ントエアインテ 

一専用に設定した。

〈クラシックカー》

クダクトをクラシックカV，，旧，

① フロントエアインテークダクト
② フロントェアインテークブーツ

@フロントエア

インテークダクト 
(|)フ〇ントエア

インテークブーツ

クラシックカー専用として

形状を変更して新設した。
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ェアインテークシステム——構造.作動

エアクリーナ

〈変更内容〉
远〇マ丁のインヒビタ5评が，車体のセレクトレバー根本部よりトランスミッション上部への移設に伴い，イ 

ンヒビタ3界周辺のスペースを確保するため，エアクリーナ八3 3 7取付位置を上方に5.5111111移動した。 
このため，エアクリーナ取付用ステー，およびエアクリーナホースの寸法.形^!犬を変更した。（丑〇ゾ了車のみ）

適用車種

…八〉
キャブレう？ 
5 0ソ丁車

変更後 変更前

ホース（エアクリーナ)

2矢視曲げ形状追加
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エアインテークシステ厶——構造.作動

エアクリーナ

適用車種

(5〇
已I 

已0 V丁車

问八. 3 0 
日0ソ丁

全車

変更後 変更前

ホース（エアクリーナ)

~^

巧?!一11&11

一

3 0用 N八用
ステー（エアクリーナ)

3 0用 N八用

ステー（エアクリーナ)

バッテリケーブル

固定用^ 7穴追加

の

0\1(N1

ステー（エアクリーナ)

44-^2/ 44^

—，- 00
00
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國構造，作動

—日，I用日（：リ------------------------------------------------------------------——-一..

〈変更内容〉

今回の年改車では，八33 (アンチロックブレーキングシステム）機能が新展開されたことに伴い，冗V？1 
用圮011システム内容の変更，およびセレクトモニタカートリツジを新製した。

項 目 主な 変更 内容

1用

已011

-バン用巳011 (2 2 611冗八3 9 0)新製 

-トラック用已011 (22611仄八380)新製 
-八：8 3作動時の協調制御追加 

-八3 3作動時の減速時燃料ヵット禁止制御追加 

，，3作動時のI3 0全開制御追加

，5作動時ドI〇〇 〇Nによるアイドルアップの追加 
-八3 3作動時八/〇のコンブレッサカットの追加

セレクトモニタ用 

カートリッジ
(新） （旧）

498349800 498348900

フューエルパイプ？（に^卩I

〈変更内容〉

迟0 V 了のインヒビタ5诃が',車体のセレクトレバー根本部よりトランスミッション上部へ移設に伴い，フ 
ーエルパイプ？の取付け寸法を変更した。

〈変更後〉 〈変更前〉

パイプ形状変更

1 \\

―1

長穴化
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2— 12 エンジンエレクトリカル

圓構造‘作動（ 2 )点火装置
-——イグニツシヨンコイル    --------------- -——

〈変更内容〉
雨中走行時や水淄り走行時等に於ける被水を防 
止して点火系の信頼性向上を図るため，イグニッ 
シヨンコイルカバーを新設した。（全車）

〈構造〉
イグニッシヨンコイルカパーはブラスチック製 

で，I 0コイル下側からのはめ込み式で，ワンタ 
ツチで組付け可能な構造である。汉及車用と3 
0車用の2種類設定。

(注）本図は顺車用を示す。

——ディストリビュータ（1\！众車）一一----------- ----------------- ----------- ------------------------------- ——--------------------

〈変更内容〉
お八2—0車およびが八赤帽車に使用している三菱製ディストリビュータの換気ホースを，ハイテンション 
コードクランプ止め方式からデイストリビュータ本体への一体止め方式に変更し，サービス性の向上を図っ 
た0

〈変更後〉 〈変更前〉
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国電子制御トラブルシューティング準備品

〇! スバルセレクトモニタ
3

5 丁
2 (力一トリッジ498349800)

5丁一 11

サーキットテスタサーキットテスタ テストリード,線

(アナログタイプ） （デジタルタイプ） ワニロクリップ

身
右.，レ

57—12

オシロスコープ

3

フローブ

計器
5丁 一 13

燃圧計

工具

その他

5丁一14

脅 コンパウンドゲーシ 

(ニッサルコ£61508)

3丁一 15

辽〇じ入出力信号や制御データを 

モニタし，不具合系統の診断を 

行う0

各電圧，回路抵抗測定

各信号波形観測

燃料圧力測定用

過給圧測定用

ターミナル圧着ペンチ コネクタ端子の修理

〇
5丁 一 16

聴診器（サウンドスコープ) ンジヱクタ作動音点検用

5丁 一 17

クリップコード（このようなコードを自製しておくと点検時に便利)

|\\
点検時の回路ショートや電源供 

給時に使用。

3丁一 18
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システム全体図

國システム全体図

已171卩1システム全体図

-電気経路 

^空気経路 

'—燃料経路

3丁一19
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システム構成表

國システム構成表

区

分

構成部品 機 能

燃
料
噴-
射
制
御

点
火
時
期
制
御

ア
イ
卜

ル
回
転
数
制
御

フ
ュ

1
エ
ノレ
ポ
X 一

プ
制
御

3：
I7
コ

制
御

白
己
診
断
制
御

入
力
信
參口
I

ン
サ

ラジェータファン8… ラジェータファンの作動を検知する。 〇 〇

へッドランフ3^
し〇 ヘッドランプの点灯（口ービーム）を検知する。 〇 〇
N1 へッドランプの点灯（ハイビーム）を検知する。 〇 〇

リヤデフォッガ リヤデフォッガの作動を検知する。 〇 〇
エアコン信号 ェアコン撕の作動を検知する。 〇 〇

クラッチ信号佐〇は車のみ） 電磁クラッチが結合状態になったことを検知する。 〇 〇

アイドル⑽ スロットルバルブ全閉状態を検知する。 〇 〇 〇 〇 〇

ヒータブロア ヒータブロアの作動を検知する。 〇 〇 〇

スロットル開度センサ スロットルのバルブ開度を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇

車速センサ〔リード3\^〕 車両速度を検出する。 〇 〇 〇 〇
デイストリピュータ クランク角 

センサ クランク角を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇

ノックセンサ ェンジンのノッキングを検知する。 〇 〇

〇2センサ 排気ガス中の酸素濃度を検出する。 〇 〇

水温センサ 冷却水温を検出する。 〇 〇 〇 〇 〇

吸気温センサ シリンダに吸入される空気温度を検出する。 〇 〇

圧カセンサ 吸入管圧力を検出する。 〇 〇 〇

テストモードコネクタ 1)チェックモードへの切換を検知する。 〇 〇 〇

リードメモリコネクタ リードメモリモードへの切換を検知する。 〇 〇

電動パワステ用巳〇リ パワステの作動を検知する。 〇

八83用日〇リ 旭5の作動を検知する0 〇 〇 〇 〇
制御部 巳闓円用E0リ 各種入力に応じ、それぞれの制御に対し演算し出力する。 〇 〇 〇 〇 〇 〇

出
力
信
口

類

ア
ク
チ
ユ
エ

1
夕

インジェクタ#1 #1気筒への燃料噴射を行う。 〇

インジェクタ# 2 #2気筒への燃料噴射を行う。 〇

インジェクタ# 3 #3気筒への燃料噴射を行う。 〇

インジェクタ# 4 #4気筒への燃料噴射を行う。 〇

フューエルポンプリレー フューェルポンプの作動を制御する。 〇

130バルブ アイドリング回転数を制御する。氺1 〇 〇

イグナイタ 点火タイミングを制御する。 〇

エアコンド100 エアコン01^1時アイドルアップさせる。 〇

コンブレッサリレー ェアコンのコンプレッサを作動させる。 〇

チェックエンジンランプ ェンジンの異常を警告、及びトラブルコードの表示を行う。 〇

№5作動時、全開となる
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入出力図

〆インリレー

セレクト
モニタ

ラジエータ 
フアン3^
ソ

3\^ 〇
リヤデフォッ

5…昼-
ヒータブロア5西

車速センサ

ックセンサ

メインリレーアース

セレクトモニタ受信

ラジェータフアン信号

ッドライトし〇\^信号
へットフイト㈠丨す吕号
リヤデォッガ信号

ヒータブロア信号

車速センサ信号

ノックセンサ信号
アースへ

し^飞^1ノ
ィストリビュータ〇2センサ信号

クランク角

アースへ
-广し㊉

センサ I/ク,ランク角センサ信号\ 0

電動パワステ已〇1(

エアコン3诃

パワステ信号アースへ

ェアコン3西信号（エアコン付車)

已(:VI ど01)

八已5日〇リ

クラッチ信号』已…丁）

スロットル開度 
センサ

アースへ（54,1)19)
アースへ

分

水温センサ

吸気温センサ

57(520)一-----------
水温センサ信号

吸気温センサ 
信号

----- ーアースへ
(匕4ル丨9)

圧カセンサ

已〇ソ丁車接続

5ソ電源巾20)
吸入管圧力信号

|—〇 〇

アースへ（64,619)
車種識別（已…丁/附識別）

—アースへ…しN2)

センサ系アース
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入出力図

巳1\；1131システム入出力図

バツテリ

777

一入力側一

リードメモリコネクタ

テストモードコネクタ

10, 3^

アースへ（1)しN2)
スタンバイ電源（バックアップ)

已(:リ電源

点火コイル

—出力.側一

616
522厂

1)17

1310
621

513

615

324

312

313

326
323

37

1)5

62
53

36

322

311

制御機能
319 チェックエンジンランプ信号

氺燃料噴射 

^点火時期

氺アイドル
回転数

氺フューエル
ポンプ

氺エアコン

518
匕6’

68 コントロ

39
ユニット

59

38

ル

1)14

32

314

315

318

317

320

33

34

520

316

325

61
612

匕19

セレクトモニタ送信

1
〇,〇,0,0 0'〇.〇-口 〇^〇-〇 0*0*0*13 
0*00.0

セレクト
モニタ

第I番気筒燃料噴射信号

第2番気筒燃料噴射信号

第3番気筒燃料噴射信号

第4番気筒燃料噴射信号

エアコンド丨〇〇 (エアコン付車)

チェック 
エンジンランプ 

(:随已呢哑
F\^0

エアコン

マグネットクラッチ 

コンプレツサ
制御信号

コンプレツサ 
リレー

(エアコン付車）
フューエルポンプ信号

130信号

フユーエル
ポンプリレー 

150バルブ

点火信号 '^〇マ】イグナイタ

5ソ電源
圧カセンサ 
スロットル開度セン勺

は〇〇側端子配列）

EIVIF)丨コントロールュ ソ

( 3コネクタ） ( 6コネクタ）

パワー系アース

パワー系アース

制御系アース

制御系アース

3丁 一 20

參讀蠢

V
參

00000
# 
參蠢孀

9

10
〇

麯鲁鲁

9
看

00000

&&&&&



入出力電圧値

国入出力電圧値

1 2 3 4 5 冬 7 8 9 10 11 12 13 1 2 3 4 5 6 7 8 9 1011
14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 12 13 )4 15 16 17 18 19 20 21122

(3コネクタ) (匕コネクタ)

5丁一21
㉚ひ

57-22

コネクタ
N0.

電圧測定
4.111 ^

点検系統
電压値

備考丄山^

珊子
N0. 線色 10 5^ 01\1汩ル停止） アイドリング

1 インジェクタ#1 出力 12マ（〇孖ド） IV 以下/12乂((^70？の ^パルス幅((^時間）

11=2.0〜3.511132 0し インジェクタ#2 出力 “V ((^) IV以下/
3 6丫 150バルブ 出力 IV㈣） IV以下/127(0！^0ド的
4 丫评 点火信号 出力 IV (〇ドド） 2〜3ン，卩以下(〇⑽〇ドの
5 (⑽ 仙3信号 入力 12マ（〇ド的 作動時IV以下
6 し只 パワステ信号 入力 1V以下/4,5ゾ以上((^/〇卩ド）

1118

7 6 車速センサ 入力 1V以下/4,5ゾ以上((^/〇孖ド）
8 巳 車種識別 入力 N[1 :12火迟⑺丁 ： 0 V
9 乳 吸気温センサ 入力 20°(：:約3.5、80て：約〇フゾ
10

11 Vし クラッチ信号 入力 1が Xレンジ：“V
0レンジ：IV以下 瓦〇ゾ丁車のみ

12 只V へッドライト3翟（レ） 入力 ロービーム01^時：IV以下、〇孖卩時：12又
13 四 へッドライト3禪(N0 入力 ハイビーム01^時：IV以下、〇ドド時：12乂
14 6只 インジヱクタ#3 出力 別（(^) IV以下/12マ(01^(^ド) パルス幅(〇1^時間）

11=2.0〜3.5111315 6西 インジェクタ#4 出力 12マ（(^) IV以下/12マ((^70ドの
16 日し パワー系アース 出力 0 V

17 し丫 八/〇コンプレッサリレー 出力
八/〇 3襌（^ :12マ

〇孖孖： 0 V
八/〇 3巩（^ :1 V

: 0 V

18 し闩 ェァコン耵〇〇 出力
八/〇 3\ダ01^かつ、ヒータ0N :IV以下 
六/〇 3, 01^かつ、ヒータ〇ド卩：12又 
八/〇 3貿〇ドド ：12^

八/〇無し車： 〇ゾ 
加速時：12ゾ

19 し巨 チェックェンジンランフ。 出力 IV以下㈣) 12又（(^)

20 し8 フューエルポンプ 出力

10 5^ 01\1後2秒間 
:バ以下（〇⑽

10 5^ 後2秒以後
:12ン（(^)

1V以下

：：：1

21
—

22 し ェアコン信号 入力 ェアコン〇忖時：12% 〇ドド時：1V以下 八/〇無し車： 〇ン

23 巳「评 ヒータブロア3砰 入力 ヒータフ、、ロア01^3寺：1V以下、〇卩卩日寺：12丨
24 丫西 ラジェータフアン3界 入力 ラジェータフアン〇!^時：IV以下、〇严ド時：12乂

25 6し 八ワー系アース 出力 〇又
26 し丫 リヤデフォッガ3界 入力 リャデフォッガ〇時：12マ、時：IV以下
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入出力電圧値

コネクタ
電圧測定XIIIマ哪子

点検系統
電圧値

備考N0. 1111 マ補5子 線色N0. 16 5\^ 〇⑸化/〇停止） アイドリング
1 6 制御系アース 出力 〇又

2 西 クランク角センサ（十） 入力 0 V 電磁ピックアップ波形 丑/〇 2回転で13パルス
3 6 クランク角センサ（一） 入力 〇从
4 66 センサ系アース 出力 0 V
5 西 02センサ 入力 約〇ぶ 〇〜IV (フィードバック中)
6 只 スロットル開度センサ 入力 スロットル全閉時：IV以下、全開時： 3.57以上
7 只 ノックセンサ 入力 約2別
8 \^8 水温センサ 入力 20。〇：約3,5乂、80て:：約に7ヤ

9 丫(3 圧カセンサ 入力 約2別 約1別

1116 10 只 ユニット電源 入力 12乂
11
12 8 制御系アース 出力 〇ゾ

13 8 メインリレ^ーアース 入力 IV以下 會.

14 只8 セレクトモニタ送信 出力
15 8只 セレクトモニタ受信 入力
16 日「 テストモードコネクタ 入力 テストモードコネクタ接続時： 〇ゾ、分離時：12マ -

17 リードメモリコネクタ 入力 リードメモリコネクタ接続時： 〇乂、分離時：12乂

18 し アイドル3巩 入力 スロットル全閉時： 0 V、全閉以外：12ン

19 66 センサ系アース 出力 〇乂

20 只V 5乂電源 出力 5.2〃 圧カセンサ^スロットル
開度センサの電源

21 只 ユニット電源 入力 12从

22 額 バックアップ電源 入力 12又

2-12



フェイルセーフ機能

IフIイルセーフ機能

トラブル

コード
診断項目

^ 售參

フェイルセーフ制御内容

21 水温センサ系

鲁13(：を固定制御とする。
拳ェアコンを常時カットとする。

鲁代用値を用いて制御する。

22 ノックセンサ系 ノックコントロールは停止する。（点火は基本マップに基く）

23 圧カセンサ系
鲁130を固定制御とする。

籲代用値を用いて制御する。

24 130バルブ系

26 吸気温センサ系. 代用値を用いて制御する。

31 スロットル開度センサ系 代用値を用いて制御する。

32 〇2センサ系 オープンループ制御をする。（〇2フイードバック補正を行わない。）

33 車速センサ系
籲13¢：を固定制御とする。

拳代用値を用いて制御する。

42 アイドル3襌系 130を固定制御とする。

52 クラッチ信号系

54 吸気系 エンジン回転数1，500叩111で燃料カットする。

62 電気負荷信号系

63 ヒータブロア信号系

2-13



トラブルシューティングのステ ヅ
.0

トラブルシューティングのステ ヅ
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基本点検

⑴基本点検

電源の点検

(1)バッテリの電圧と比重測定

瞧

バッテリ電压 12ソ

比 重 1.260以上

(2)ヒューズ，ヒュージブルリンク，ワイヤリングハーネス，コネ 

クタの接続状態およびアース状態点検

勢
1)
0

5丁 一 23

—各キャップ類の点検-------------------------------------

(1) フューエルキャップが確実に閉つていること。

(2) オイルフイラキャップが確実に閉つていること。 

⑶オイルレベルゲージが巧萑実に差込まれていること。

(4)クーラントのリザーバタンクのキャップが確実に 

閉つていること。

5丁一24

チェックエンジンランプの作動確認

(1) テストモードコネクタ，リードメモリコネクタが共に分離されて

いることを確認する。

(2) 10 5\^ 0^エンジン停止の状態で，チェック’

エンジンランプが点灯することを確認する。

⑶上記の条件で点灯しない場合は

—チェックエンジンランプ

5丁 一 25

を行う
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基本点検

点火時期の点検I調整

エンジンを始動し，充分に暖機を行う。

テ又トモードコネクタを結合し，リードメモリコネクタを分離させる 

タイミングライトでクランクプーリ部を照らし，点火時期が 

基準値にあることを確認する。

スー/くーチヤーシヤへノレ

点火時期が基準値を外れている場合には，ディストリビュータの 

ロックボルトを弛めて，本体を回転させることによって調整する。

オルタネータベルト

810014°

610010°
81004°
100

#1，#4ピストン 
上死点位置

5丁一26

アイドリング回転数の点検，調整

アイドリング回転数の点検.調整は，ェンジンを充分に暖機し，

点火時期の点検.調整を行った後に行う。

-ヘッドランプ，ラジェータフアン，リヤデフォッガ等の電気負荷のない状態で;^う 
くタコメータを用いる場合〉.

(1) テストモードコネクタ，リードメモリ,コネクタ共に結合する。

(2) タコメータをセットして，アイドリング回転数が基準値 

、にあることを確認する。

〇

⑷アイドリング回転数が基準値を外れている場合には，スロットル 

ボデ'一のアイドルアジヤストスクリュを回して調整する。

リードメモリ
モードコネクタ

今(1極黒)

テストモード 
コネクタ 
(2極縁) セレクトモニタ 

コネクタ
(9極黄)

5丁 一 27

点検，調整終了後は、 
に分離ずること。

テストモードコネクタ，リードメモリコネクタ共

くセレクトモニタを用いる場合〉

(1) セレクトモニタをセツトする。

(1-2トラブルシューティングの進め方〔1〕基本作業を参照）

(2) テ又トモードコネクタ，リードメモリコネクタ共に分離した状態で

あることを確認する 〇
灯 一28

(3)セレクトモニタのファンクションコード匣12丨をモニタし，13(：の

パーセンテージが基準値にあることを確認する 〇

⑷13(：のパーセンテージが基準値を外れている場合には，

スロットルボデーのアイドルアジャストスクリュを回して調整する。

V
^
/ 

\—

/ 
\---

/

1
2
 
3

-
-
- 
-

-
V 
/
(
\
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基本点検

燃料圧力の点検

(1)燃料压力の除去する。

① フューエルポンプのハーネスコネクタを分離する。

② :エンジンを始動させる。

⑧エンジンがエンストするまで放置する。

④エンスト後，さらにスタータを約5秒間クランキングしてか 

ら16 51 〇卩孖にする。

⑵燃料圧力計を取付けて燃料圧力を測定する。

① フユ'ーエルフイルタ〜フューエルホース間に燃料圧力計

を接続する。.

② フューエルポンプのハーネスコネクタを接続する。

⑧16 3抓01^1にした時の燃料匣力を測定する。

④エンジンを始動させ暖機を行った後にアイドリング状態 

で燃料圧力を測定する。

灯 一29

リターンライン デリバリライン

燃料圧力の測定終了後は再び压力を除去してから 

燃料圧力計を取外し，ホース，コネクタ類を接続する。

アイドルバキュームの点検

(1)エンジンを充分暖機した後，スーパーチヤージヤのニツプルに 

バキュームゲージを取付ける。

⑵エンジンがアイドリングの状態で負圧が基準値にあることを確認する0
翁?^^ 縫^！？^^

:，-.， ノ〆.，パ，，レ％へ-、'、''‘一珍.、'，./ ぺンバ，^ こ.' .ゞ，/
基準値

-
’、，二：、 ハ....シ.人、ン.，ノ ソ， : .............. :、：

171丁 一350〜一470⑺⑺吨

—330〜一450⑺⑺㈠2

ぐ注記〉

-基準値はゲージ圧である。

，アイドルバキュームが基準値を外れている場合には， 

エンジン本体の機械的な摩耗，故障等が考えられる 

ので整備解説書 ” 2 ― 2エンジン調整”を参照のこと 5丁一31
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エンジンが始動しない場合の点検

(2)エンジンが始動しない場合の点検

2-19



エンジンが始動しない場合の点検 に〇リ電源系統点検

1.E^LI電源系統点検

——診断内容---------------------------------------- ——不具合現象----------------------------------------

^E^ IIを作動させるための電圧が各部に加えられ 籲エンジンが始動しない

ているかの点検

点検手順

回 路

@)

1 2 3 4 6 フ 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

㉞
1 2 3 4 5 6 フ 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

メインリレー

厂-0 0—
―〇 0

鬥
1| 16151 3

5

2
4

6

(^28)

水温センサ 
スロットルセンサ

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

3丁 一 32
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エンジンが始動しない場合の点検——ど⑶電源系統点検

メインリレー作動確認

メインりレ

フューエルポンプ. 
リレー

已|^^丨用巳〇じ
5丁 一 33

10 3贾の〇N/0FFを繰り返し、メインリレーの作動音が 

するか確認する。

メインリレーの電源、およびアース回路の 
ハーネス、コネクタ点検

㊃

^|070

4 3

5丁 一 34

(1)13 5琢〇X
⑵1119のボデー側コネクタの端子とボデー間で電圧測定

コネクタ段ターミナル 基準値

只19—3〜ボデー

バッテリ電压卩19—4〜ボデー

卩19—5〜ボデー

7^)
4 3

.6 5

57-35

(3)アース側の端子とボデー間の導通点検

コネクタ汝ターミナル 基準値

卩19—6〜ボデー 導通あり

く注記〉

導通がないときは，テスタ棒の㊉㊀を逆にしてチヱック 

すること。

(1)10 3双

(2)瓦011コネクタを結合させたまま氓16)の端子とボデ

一間で電压測定

コネクタ汝ターミナル 基準値

(^16)—10〜ポデー

バッテリ電圧(^16) 一21〜ボデー

(^6) 一22〜ボデー
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エンジンが始動しない場合の点検——已〇リ電源系統点検

2 - 22
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2 -点火システム点検

エンジンが始動しない場合の点検-------点火システム点検

一一診断内容一

^点火システムの作動点検

—不具合現象

鲁エンジン始動しない

点検手順

2-24



エンジンが始動しない場合の点検一点火システムの点検

回 路

(^40)

クランク角センサ メインリレー

门
2

(^)

1

2

£0 1)

13

2
3

8

㈧
(3

〇 〇

間

〇〇2

4 丫㈧

㊃

@

2
4

3

5 3

1 1 2 6 5 4

@)

仰
3

5

4
6

@)

〇
№12 30八

⑱滕@)^4

(^31)

60八

16 5^

㊃

3 (^59)

2

1

厂"I
+ V V V

水入水水

イグナイタ
1(3コイルディス^?^ュ-夕

1
1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

厂 1
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

㉘ (559)

1 2

3 4

门
2

51—38
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エンジンが始動しない場合の点検——点火システムの点検

電極のすき間

汚れ，損耗 ひび割れ

ガスケットの損傷 損傷 37—39
(1)点火プラグを外し、くすぶり、かぶりがないか点検 

する。

⑵プラグギャップが基準値にあるか点検する。

基準値 1.0〜1.1 01爪

(3)ハイテンションコードが断線していないか点検す 

る。

5丁 一 40

(1)各気筒の点火プラグコードにタイミングライトを装 

着し、アクセルを全開にしてクランキングした時に 

それぞれタイミングライトが発光することを確認す

る 〇

⑵任意の気筒のプラグキャップを取外し、それに新品 

のプラグを取り付け、その電極をエンジンに接触さ 

せた状態でアクセルを全開にしてクランキングをし 

た時に点火プラグに火花が飛ぶことを確認する。

く注記〉

プラダは外さないこと。プラグキャップに他の新品ブラ 

グを取付けて行う。そのため，ガソリンが噴出すること

はない。

㉚

51-41

(1) イグナイタの$41)コネクタ分離

(2) 10 3抓〇]^の状態で車体ノ、ーネス側コネクタとボデ 

一間の電圧測定

コネクタ6ターミナル 基準値

卩41—3〜ボデー バッテリ電圧

㊃ 「
1 2
3 4

5丁一42

(1)イグナイタの1141コネクタ分離 

⑵10 3界〇孖卩状態で車体ハーネス側コネクタとボデ 

一間の導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

卩4彳一4〜ボデー 導通あり
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ェンジンが始動しない場合の点検——点火システム点検

1(3コイル単体点検

(1) 10コイルの(§59)のコネクタ分離

(2) 10 3^ 〇ドドの状態で一次コイル、二次コイルの抵 

抗測定

コネクタ汝ターミナル 基準値

卩59— 1〜只59—2 約10

卩59—彳〜センタコードそう入部 約10防

(^5？) ¢559)

[&1 171
11111

し 4 き —/ し -# き 」
37—43

⑶イグナイタ及び点火コイル尽59)のコネクタを 

分解し、イグナイタ〜コイル間の電源ライン点検

コネクタ公ターミナル 基準値

円41一3〜闩59-2 導通あり

(^59) ㉘

九
51—44

(4)イグナイタ〜コイル間のアースライン点検

コネクタ6ターミナル 基準値

闩41 一2〜闩59—1 導通あり

(059)

し九

@)

5丁 一 45

ど(:じ〜イグナイタ間のハーネス、コネクタ点検

(1) 五〇じの（^)コネクタとイグナイタの兩石）コネクタ 

分離

(2) 双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

卩18—4〜唞1—1 導通あり

@) ㊃

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

2
4 3

5丁 一 46

⑶识ゼ）コネクタの端子とボデー間でショートしていな

いことの確認

コネクタ没ターミナル 基準値

^41—1〜ボデー

導通なし
卩41—2〜ボデー

0.
參

㊃ 「14=11-
2 1
4 3

51-47
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エンジンが始動しなしヽ場合の点検 点火システム点検

クランク角センサ、ハーネス点検

4- 1

〇 0
1—1

11 10 9 8 フ 6 5 4 3 2 1

22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

5丁 一 48

(1) 已〇；の¢17)コネクタ分離

(2) ボデー側コネクタの2端子にオシロスコープの㊉側 

プローブを3端子にアースリードをセット

(3) エンジンをクランキンダして波形点検

:關:

議纏

〇し

喻丨聊ソ

斤,

ソ2〜ソ3き22〇^

51-49
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エンジンが始動しない場合の点検 フューエルポンプ回路点検

点検手順，

2 - 30



ェンジンカぐ始動しなI、場合の/^検——フューエルポンプ回路点検

回 路

メインリレー

レー

㉚
一......... 一-^ ―^-

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

⑩

㉚ 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

(^24)

2)

3 4

5

广

6

ハ
1 2

(^2〇)
1 2

3 4

5丁一50
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エンジンが始動しない場合の点検——フューIルポンプ回路点検

7ユーエルポンプの作動音点検

10 3抓を〇以にした時フューエルポンプの作動音がするか 

確認

基準
10 5西を01\1にした後、2秒間だ 

け作動音が聞こえる

2 フューエルポンプリレー電源回路点検

(1)フューエルポンプリレーの1120コネクタを結合したま 

ま1& 3,を01^させ、リレーコイル側の電圧測定

コネクタ6ターミナル 基準値

820—1〜ボデー バッテリ電圧

⑵リレー接点（入力）側の電圧測定

コネクタ役ターミナル 基準値

尺20—2〜ボデー バッテリ電圧

(^2〇)

51-53

(^20)

51-54

フューエルポンプリレーの1120コネクタを結合したまま10 

を01^させ、リレーコイル回路の電圧測定

コネクタ冱ターミナル 基準値

闩20—3〜ボデー

01^後2秒間

IV以下

01^後2秒以降

バッテリ電圧

4
フューエルポンプリレー〜巳〇リ間の 
ハーネス、コネクタ点検

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26 3

(^20)

5 丁一 55

(1) 10 3^ 〇ドド

(2) 五(：1；コネクタ1118、フューエルポンプリレーコネクタ

1120分離

(3) 双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

卩18—20〜只20—3 導通あり

2-32



エンジンが始動しない場合の点検——フューヱルポンプ回路点検

2 - 33



エンジンが始動しない場合の点検-------インジIクタ回路点検

-------- 診断内容----------------------------------------- --------- 不具合現象----------------------------------------------

籲インジェクタ回路の点検 春エンジン始動しない...

点検手順

0ド

N6

N<3

N6 巳〇リ〜インジエクタ間のハーネス， 
コネクタ修理、又は交換

2-34



エンジンが始動しない場合の点検"ーインジェクタ回路点検

インジ:！:クタの作動点検

0

㉚

14
2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

51—60

(1)迟011の1118コネクタ結合のまま、オシロスコープのプ 

ローブを1、2、14、15の各端子に、アースリード 

をボテーアースにセット。

注意
オシロスコープの替わりにインジヱクタ波形が測定可能 

なエンジンスコープを使用しても良い。

(2)エンジンをクランキングしてインジェクタの作動点

検

注意

スコープがない場合は、インジェクタの作動音確認でも

よい0
’へ'....:.:

-- \ :く.:'?’.’

基準
:

^^0縫^^^
，十ノ ー-、，パ... ，# 'くべ..者 #-

---'.へ-:.:人

〇リ
¢50 -

1
01)

41)

20

〇.
/V

5丁 一 61

インジ;I：クタの電源電圧測定

@) (593) (^92) (@)

11111[1&

V
0

31—62

(1) 各気筒インジェクタのコネクタ1191、1192、只93、1194分

離 ，^

(2) 10 3胃0Nでエンジンハーネス側コネクタとエンジ

ン本体間の電圧測定

コネクタ沒ターミナル 基準値

只91—2〜ボデー

バツテリ電压
892—2〜ボデー

只93—2〜ボデー

卩94—2〜ボデー

インジェクタ単体点検

@) (^93) (^92) (¢9])

11111 酌

120 ノ

前

51—63

(1) インジェクタのコネクタ1191、1192、1193、1194分離

(2) 各コネクタ端子間の抵抗測定

コネクタ8¢ターミナル 基準値

卩91—1〜卩91—2

10—140
1^92—1〜892— 2

卩93—1〜闩93— 2

1^94―1〜闩94— 2
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エンジンが始動しない場合の点検——インジ：！：クタ回路点検

2-36



2-37



チェックエンジンランプが点灯しなし、場合の点検

(3)チユックエンジンランプが点灯しない場合の点検

診断内容--------------------------------------- -1

〇チェックエンジンランプ系の断線、

又はショート

——不具合現象------------------------------

癱チェックエンジンランプが点灯しない。

6チェックエンジンランプが点灯したまま。

点検手順

回 路 図

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11

12 13 14 15 16 1フ 18 19 20 21 22

コンビネーションメータ

チェックエンジン

@)

E 0^

㉚

101^1

19

16

25

し9 ⑱ し9
㉘

㉘

№3
〇

8し

8し

12
(^28)

㊃

㊃
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

\ タコ無 タコ付

3 15 15

6 18 20

60八

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

㊃ 1 2 3 4 6 フ 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

(車体ハーネス側)

5丁 一 65
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くチェックエンジンランプ〉

チェックェンジンランプを取外し、切れていないか点検

基準値1 ランプは切れていない

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

@)

0

51—67

コンビネーシヨンメ ータ取り外し

丘011のコネクタ1118分離

双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

く/くツテリ〜コンビネーシヨンメータ間のハーネスコネク

夕〉 ‘.一

11 10 9 8 7 6 5 4 3 2 1
22 21 20 19 18 17 16 15 14 13 12

タコ付 20

タコ無 18 5丁 一 68

(1) コンビネーションメータ取り外し

(2) コンビネーションメータのボデー側コネクタド16の端 

子にテスタ棒の㊉側，㊀側ボデーアース

(3) 10 3^ 01\1で電圧測定

くヒューズ，メインヒューズ〉

麵
メインヒューズ 

ミックス

5丁 一 69

各ヒューズが切れていないか点検

基準値 ヒューズは切れていない

14
2

15

3

16

4

17
6

1819 20
8 9

22 23
11
24

12
25

13

26

^—㊀㊉

51-66

(1) 迟(：1；のコネクタ1118分離

(2) 1118のボデー側コネクタの端子19にテ又夕棒の㊉側、 

㊀側ボデーアース

⑶10 3界01^で電圧測定

く[〇リ〜コンビネーシヨンメータ間のハーネス.コネクタ〉

1 2 3 4 6 フ 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

巳〇リ〜コンヒネーシヨンメータ〜バツテリ間のハーネ 
スコネクタ、ランプ、ヒューズ、メインヒューズの点検

コネクタ6ターミナル 基準値

闩18—19〜ド16—15 導通あり

コネクタ汝ターミナル 基準値

闩18—19〜ボデー バッテリ電圧

コネクタ汝ターミナル 基1準値

ド16—19〜ボデー（タコ付）
ハッテリ電圧

ド16—18〜ボデー（タコ無）

チェックエンジンランプが'点灯しない場合の点検

\
)
/ 
V
----
-

- 
\/

1 
04
 
3

-

-̂
 
-
-
\ 
7
(
\
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トラブルコードー覧

⑷トラブルコードー覧春チェックモード

チェックモード 機 能
テストモード 

コネクタ
リードメモリ 

コネクタ 状況 チェックエンジンランプ

1)チェックモード
走行中にシステムの異常を検知して、 
ユーザーに警告する。 分離 分離

始動時 点灯
始
動
後

異常あり 点灯

異常なし 消灯

0チェックモード

システムの点検を行うモードで、所定の0チェックパター 
ンを実行後に、システムに異常がないかを判定する。

結合 分離
点
検 異常あり 点滅（トラブルコード）

異常なし 点滅(〇尺コード）

上記点検後、システムに異常がない場合にバックアップメ 
モリ内のトラブルコード(過去の故障履歴)をクリアする。

結合 結合
点
検
中

始動時 点滅(車種識別コード)

始動後 消灯

リードメモリモード
，トラブルコードの、
\読出しモードノ

じチェックの自己診断において、
① 現在異常がある場合

② 過去に異常があった場合 
双方の異常箇所を読み出す。

分離 結合

始
重石
時

②の異常あり 点滅（トラブルコード）

②の異常なし 点滅(〇尺コード）
始
動
後

①の異常あり 点滅（トラブルコード）

①の異常なし 点滅(〇尺コード）

9トラブルコードー覧表

トラブル
コード 診断項目 検出 内容 備考 該当

ぺージ

21 水温センサ系 水温センサ本体、信号系統の断線、又はショート. ？48
22 ノックセンサ系 ノックセンサ本体、信号系統の断線、又はショート ？50
23 カセンサ系 圧カセンサ本体、信号系統の断線、又はショート ド52
24 150バルブ系 130バルブ本体、電源、信号系統の断線、又はショート ？56
26 吸気温センサ系 吸気温センサ本体、信号系統の断線、又はショート ？60

31 又ロットル開度センサ系
スロットル開度センサ本体、電源、信号系統の断線、
又はショート

卩62

32 〇2センサ系 〇2センサ本体、信号系統の断線、又はショート ？64
33 享速センサ系 車速センサ本体、信号系統の断線、又はショート、メータケーブルの外れ 卩66

42 アイドル3界系 アイドル3评本体、信号系統の断線、又はショート ？68

52 クラッチ信号系 叼〇ソ丁用五〇じ本体、信号系統の断線、又はショート 車のみ ？72
54 吸気系 吸気系ダクト、ホース類の外れ、破れ、弛み 卩74

62 雹気負荷信号系
電気負荷(へッドランプ、リヤデフォッガ、ラジェータファン） 
信号系統の断線、又はショート

0チヱックのみ 卩78

63 ヒータブロア信号系 ヒータブロア3界、レジスタ、ハーネスの断線、又はショート 〇チヱックのみ ？84

くトラブルコードの読み方)

チェックエンジンランフ 
トラブルコードを読み；±

。の占、:成/.，トパブ
丨す:.一へ… トラブルコ，漏漏 I

51—70
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自己診断

(5)自己診断鲁セレクトモニタを使用しない場合

一一。チェックの手順一----------- —……-------------------------------------------------------------------------------------------

IIチヱツク状態において，チェックエンジンランプが点灯した場合に，異常箇所を見つけ出すための方法である。

(1)10 3^ 〇ドドの状態で，テストモードコネクタが分 

離，リードメモリコネクタが結合の状態にする。

⑵エンジンを始動させる。

(3)アイドリング状態において，チェックエンジンラン 

‘プの点滅をチェックする。

- 0^コード出力の場合……自己診断は現時点で全て 

が〇尺と判定しているため，リードメモリコネクタを 

分離した後，チヱックエンジンランプが消えている 

ことを確認する。

-トラブルコード出力の場合……コードを読み取った 

後，リードメモリコネクタを分離する。

(9極黄)
5丁一71

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5
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自己診断

丨0ナエックの宁順-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- -------------------------------------------

0チヱックモードは、現時点でのトラブルを診断する 

モードで、，テストモードコネクタのみを結合させた状態 

で点検を行う。良否の判定はチヱックエンジンランプの

点滅により判定する

くフューエルポンプの作動音点検〉

10 5^ 01^にした時，01^1後2秒間だけ作動音がすること 

を確認する。

注意

く車種識別コード点検〉

(1)エンジンを充分に暖機した後，3狐を〇ド卩にす
I

る0

(2) テストモードコネクタが結合，リードメモリコネク 

夕が分離の状態にする。

(3) 10 31を01^にして，チェックエンジンランプの点 

滅コードを読み取る。

車種識別コード

町：[01] 

日…丁： 「021

フューエルポンプが作動しなかったり，2秒以後も 

作動し続けたりする場合には

2-3厂フューエルポンプ回路点検1？30

を行う。

く I 3 0バルブ作動の点検〉

10 5^ (エンジンは〇ドド）にした時，130バル

ブの作動音が0，5秒ごとにすることを確認する。

注意

15¢バルブが作動しない場合には

トラブルコード24「1$(：バルフ糸I卩56

5丁 一 73

を参照する。
注意

異なるコードが出た場合には車種識別用のハーネスを 

修理する。

5丁 一 74
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自己診断

--------0チェックの手)暝---------------------------------------

く0チェック実施手順〉

(1)エンジンを始動させる。

⑵車速5 一/わ以上で走行後，車両を停止させる。

(車速信号が入力される）

(3),へッドライトの〇]^，〇孖ドを各1取少以上続ける。

(電気負荷信号が入力される）

⑷ヒータの〇队〇卩卩を各1秒以上続ける。

(ヒータ信号が入力される）.

⑸エンジンを2，000〜3，00011>111で1分以上保持する。 

(02センサを活性化させることによって，信号が入力 

される） ヤゝ心

(6)エンジンをアイドリング状態にしたまま，0チェッ 

クの良否判定を行う。

く 0チヱックの良否判定〉

注意

，良否の判定は必ずェンジンがアイドリングの状態で行 

うこと。

，0チェック実施中に，ラジェータファンが作動しっ放し 

になると，電気負荷信号が異常となってしまうので， 
必ずラジェータフアンが止った状態でチェックするこ 

と。

(1)チヱックェンジンランプの表示による方法

チェックェンジンランプの点滅コードが〇尺コード 

であることを確認する。

-複数のトラブルコードが出力されてる場合には，その 

〇.の小さいものから点検を行う。

#修理が終った後，再び0チヱックを行って，そのコード 

が消えていることを確認し，他のトラブルコードが出1

く0チェックの終了〉

0チヱックの終了後は，必ずァストモ^ー ドコネクタ，リ— 

ドメモリコネクタ共に分離された状態にすること。

叫
ァストモード/

コネクタ/ 

(2極緑)バ

リードメモリ
モードコネクタ 

(1極黒)

セレクトモニタ 
コネクタ 
(9極黄）

5丁 一 76

力されている場合には，そのコードについても点検. 

修理する。

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

----トフフル コード22

0.3 0.3 5丁 一 75
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自己診断

一ーリードメモリの手順--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

車両が過去に起こしたトラブルを呼び出すモードであり，(:Xランプが，すでに消灯し 
ていても，その原因を探し出すことができる。
とくに，ハーネス，コネクタ類の接触不良を探し出すのに有効である。

(1) 10 5\^ 〇卩卩の状態でテストモードコネクタが分 

離，リードメモリコネクタが結合の状態にする。

(2) 10 3貿を〇Xにする。（エンジンは始動させない）

リードメモリ 
モードコネクタ 

二(1極黒)

テストモー 

コネクタ
(2極緑し セレクトモニタ 

コネクタ 
(9極黄）

51—77

(3)エンジン停止状態において，チェックエンジンラン 

プの点滅をチェックする。

- 〇尺コード出力の場合……〇尺コードにもかかわらず 

不調の場合には，セルフダイアグノーシス機能では 

判断できないトラブルである。

#トフブルコード出力の場合........コードを読み取った

後，リードメモリコネクタを分離する。
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自己診断

# セレクトモニタを使用した場合

リチェック

(1) 10 5砑〇ドドの状態でテストモードコネクタ，リード 

メモリコネクタ共に分離されていることを確認

(2) 53]V[接続後，10 31

(3) 53]V[の電源5评〇，ファンクションモード孖80を入 

力，トラブルコード読み取り

0チヱック

⑴[接続

(2) テストモードコネクタ結合，リードメモリコネクタ 

分離

(3) 1&，

(4) 331\1の電源3界〇X
(5) フューエルポンプの作動音確認 

⑹180バルブの作動確認

(7) エンジン始動，充分に暖機運転

(8) 車速51^/11以上で走行後，車両停止 

(車速信号が入力される）

(9) ヘッドライトの〇队〇ドドを各1秒以上持続 

(電気負荷信号が入力される）

⑽ヒータの〇凡〇ドドを各1秒以上持続（ヒータ信号が 

入力される）

(11)エンジン回転2000〜3000卬瓜で1分以上保持

(02センサを活性化させることによって信号が入力さ 

れる）

5丁 一 80

(12) エンジンをアイドリング状態にする

(13) ファンクションモードぞ80入力，トラフルコード読 

み取り

注意
判定は必ずェンジン.アイドリング状態で行う。

0チェック実施中にラジェータフアンが回ったままだ 

と電気負荷信号が異常となってしまうので必ずラジェ 

ータファンが止った状態でチヱツクする。
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自己診断

リードメモリ

5丁 一 81

(1)3界〇卩ドの状態でテストモードコネクタ，リー 

ドメモリコネクタ共に分離されていることを確認 

⑵331接続後，3狐〇以

(3) 331\([の電源8禪〇以，ファンクションモードド81を入
力，トラブルコード読み取り
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トラブルコードに基づく点検

(6)トラブルコードに基づく点検

トラブルコード21
V -

水温センサ系 ？ 48

トラブルコード22
V

ノックセンサ系 ？ 50

广

トラブルコード23
し

圧カセンサ系 ？ 52

トラブルコード24
V, ,,,雪面-画画飄 ..........................晒，—

150 ルブ系 ？ 56

トラブルコード26
V … -

吸気温センサ系 ？ 60

トラブルコード31
し

スロットル開度センサ系 尸62

トラブルコード32
V--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

02センサ系 ？ 64

トラブルコード33
V

車速センサ系 ？ 66

广

トラブルコード42
V

アイドル5评系 ？ 68

广-------------------------------------------------------------------------------------------------------------------

トラブルコード52
V

クラッチ信号系 ？ 72

トラブルコード54
V 一.一—ザ

吸気系 ？ 74

广

トラブルコード62
^----------------------------------------------------------------------------------------------------------------

電気負荷信号系 ？ 78

トラブルコード63
し-——- ——. -厂—^ 一—，-

ヒータブロア信号系 卩84
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トラブルコードに基づく点検 ラブルコード21

トラブルコード2丨水温センサ系

一一診断内容——

❿信号系統の断線，ショート 

水温センサ本体不良

—不具合現象
^始動不良 

#加速不良

鲁息つき

鲁アイドリング不調

点検手順

回 路

已〇リ
4

7

8

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

(^2？)

11

1 2 3 4

5 6 フ 8

9 10 11 12
13 14 15 16

(車体ハーネス側)

(5100) 水温センサ

2

1

(@)

マ[2—
51-82
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トラブリレコードに基づく点検——トラブルコード21

水温センサ単体点検

水温センサー

V一 /

51-83

(1) 水温センサコネクタ11100分離

(2) センサ側コネクタ端子間の抵抗測定

コネクタ汝ターミナル 基準値

…00—1〜…00 — 2
20。〇 : 2〜3防

50。〇 : 0.6—1 ^0

巳〇リ〜水温センサ間のハーネス，コネクタ点検

0-

11 -一
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 2

(^100)

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 1フ 18 19 20 21 22

3丁—84

(1)迟011コネクタ1116，水温センサコネクタ11100分離 

⑵双方のボデー側コネクタ間の導通点検

コネクタ5：ターミナル 基準値

闩16—8〜…00—1

導通あり卩16—4〜…00 — 2

卩16—19〜…00-2

(3) 11100のボデー側コネクタの端子とボデー間でショ 

卜していないか導通点検

コネクタふターミナル 基準値

闩100-1〜ボデー 導通あり

2

5 了一85
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トラブルコードに基づく点検一—トラブルコード22

-------- 診断内容----------------------------------------- -------- 不具合現象------------------------- -----------------

參信号系統の断線，ショート 鲁加速不良

ノックセンサ本体不良 籲燃費悪化

鲁ノッキング発生

点検手順

回路図

@)
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

ノックセンサ

(只96) I --------- 1

2 - 50
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トラブルコードに基づく点検----- トラブルコード22

ノックセンサ単体点検

くオシロスコープを用いる場合〉

(1) ノックセンサのコネクタ1196分離

(2) ノックセンサ取り外し

⑶センサ側コネクタの端子2にオシロスコープの㊉側 

フローフ，端子1に了ースリード接続 

⑷ノックセンサに軽い衝撃を与え，その時の出力波形 

測定

::::::護議繼議議藝鰲:受 

戀戀纖I議續観:::
事':/準，

:::雙:讎靈議戀懸

灯 一87

ノックセンサ 5丁 一 88

(^96)

〇
1—1

5丁一89

くテスタを用いる場合〉

センサ側コネクタ端子間の抵抗測定

コネクタ没ターミナル 基準値

1^96一 1 ^只96— 2 約560X0

V^ —)
5?—90

ノックセンサ〜巳〇リ間のハーネス，コネクタ点検

(1) 丑011のコネクタ1116，ノックセンサのコネクタ1196分

離 4
(2) 双方のボデー側コネクタ間の導通点検

コネクタ6ターミナル 基準個

卩16—7〜卩96—2 導通ぁリ

そ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
12 13 14 15 16 1フ 18 19 20 21 22

5丁一 91

⑶1196のボデー側コネクタの端子とボデー間でショー 

していないか導通点検

コネクタ公ターミナル 基準個
只96— 2へ/ボデー 導通なし

ホ㊃

0-

51-92

2—51



トラブルコードに基づく点検 トラブルコード23

トラブルコード23圧カセンサ系

----------診断内容----------------------------------------- ——不具合現象------------——------------,
春アイドリング不調，エンスト

9信号系統の断線，又はショート 

压カセンサ本体不良
拳加速不良

#息つき

參燃費悪化

点検手順

回 路 図

5 0 1)

(^36) 圧カセンサ

20 
9 

4

19

4
1

し^

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

(536)

1 2 3
5丁 一 93

2 - 52



コネクタ攻ターミナル 基準値
闩16— 9〜1^36— 2

導通あり
卩16—20〜1^36—3

卩16—4〜闩36—1
卩16—19〜836—1

コネクタ公ターミナル 基準値
卩36—1〜ボデー 導通あり

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

51—9

10 3评

瓦(：1；のコネクタ1116,圧カセンサのコネクタ1136分離 

それぞれのコネクタの端子間で導通点検

圧カセンサ

5丁 一 94

圧カセンサコネクタ1136分離

ボデー側コネクタとボデー間の電圧測定

コネクタ6ターミナル 基準値
^36— 3〜ボデー 4ソ以上

圧カセンサアースライン点検

(^36)

57—95

圧カセンサコネクタ1136分離 

16 3砰〇X
ボデー側コネクタとボデー間の導通点検

トラプルコ‘ドに基づく点検一ートラブルコード23

\—

/ 
\

—
/ 
\

—
/

1
2
 
3

/
—
、 
/

—

\ 
/

—

\

\
)
/ 
\/
 
\/

12
 
3

7
(
\ 
/—

\ 
/
---
-

V

2
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/ 
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12
 
3

/
—

\ 
/

—
\ 
/―

^
\
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード23

⑷1136のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

コネクタふターミナル 基準値

卩36 — 2〜ボデー

導通なし
卩36— 3〜ボデー

4 日〇じの入力信号電圧測定

⑴
⑵迟〇じのコネクタ1116の端子9にテスタ棒の㊉側，㊀側 

ボデーアース

(3) 10 3详〇Xさせた時，エンジンアイドリング時の電 

圧测定

コネクタ玫ターミナル 基準値

1^16—9〜ボデー

16 3^ 01\1 時

約2‘5ソ

アイドリング時

約し5ソ

2^54



隱|\^0
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード24

--------診断内容----------------------------------------- ——不具合現象---------------------------------------------

^信号系統の断線，ショート 鲁アイドリング回転数異常（高い，または，低い）

籲150バルブ本体不良 黌アイドル不安定，エンスト

^始動性不良

点検手順

回 路

2—56



ラブルコードに基づく点検 ラブルコード24

150バルブ作動音点検

13¢バルブ

51-101

(1) テストモードコネクタ結合，リードメモリコネクタ

分離
(2) 10 3巩01^にした時（エンジン始動しない），130バ 

ルブの作動音確認

基準値 0.5秒毎に作動音がする

2 150バルブ単体点検

150バルブ
-:卞I

欲

(^39^) 2

5丁 一 102

(1)130バルブのコネクタ1139分離 

⑵バルブ側コネクタの端子間抵抗測定

コネクタみターミナル 基準値

卩39—1〜阳9一2 約200

巳〇リ〜丨50バルブ間のハーネス，コネクタ点検

(1) 10 8界〇卩卩

(2) 迟011のコネクタ1116,1118,130くルブのコネクタ1139分

⑶各々のボデー側コネクタ端子間の導通点検

コネクタ没ターミナル 基準値

闩16—10〜闩39-2

導通あり⑺6—21〜卩39—2

闩18—3〜郎9—1

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

㊃但

01# 參

@)
(@)

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

5丁一103

⑷只39のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

コネクタみターミナル 基準値

卩39— 1〜ボデー 導通なし

2

01

5丁 一 104
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード24

2 - 58



2 - 59



トラブルコードに基づく点検-------トラブルコード26

——診断内容---------------------------------------- ——不具合現象----------------------------------------

#信号系統の断線，ショート

⑩吸気温センサ本体不良

籲アイドル不調

点検手順

回 路

(車体ハーネス側) 51—106

2-60



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード26

吸気温センサ単体点検

吸気温センサ

57—107

(1) 吸気温センサのコネクタ1198分離

(2) センサ側コネクタ端子間の抵抗測定

コネクタ玫ターミナル 基準値

闩98—1〜898 — 2
20。〇 : 2〜3沁〇

80〇0 : 0.6〜1似

吸気温センサ〜ど〇リ間のハーネス，コネクタ点検

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

(1) 圮〇じのコネクタ1116, 1118,吸気温センサのコネクタ

1198分離

(2) それぞれのコネクタ端子間の導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

卩16—4〜闩98—2

導通あり只16—19〜只98—2

卩18—9〜闩98— 1

(3) 1198のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

コネクタ没ターミナル 基準値

卩98—1〜ボデー 導通なし

㊃

2-61



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード31

トラブルコード31スロットル開度センサ系 ）

——診断内容---------------------------------------- ——不具合現象----------------------------------------

籲信号系統の断線，ショート- ^加速不良

鲁スロットル開度センサ本体不良

蘑

春エンジン吹上がり不良

点検内容

回 路

@)

已0じ

史28) ㊃

20

吾
4

19

㈧

8 6

5匕 — —一癱...... . -,

14

12

8

抑

8

4

3

1 〇

スロットルセンサ

@)
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

「12 3 4

(車体ハーネス側) 5丁 一 110

2 - 62



ラブルコードに基づく点検 ラブルコード31

スロットル開度センサ単体点検

(1)スロットル開度センサのコネクタ1197分離 

⑵センサ側コネクタの端子間の抵抗測定

コネクタ5？ターミナル 基準値

闩97—2〜闩97—4 3〜7如

丨、4 3 2

37-11！

(3)スロットルバルブをゆっくりと開閉させて，センサ 

側コネクタの端子間の抵抗測定

コネクタ段ターミナル 基準値

卩97— 2〜阳7— 3
全閉: 0.2〜0.9^0

全開: 2.5〜6.2X0

注意
スロットルバルブの開度に連動してリニアに変化するこ 

と。

0

㊃名 3 2

5丁 一 112

スロットル開度センサ〜巳〇リ間の 
ハーネス，コネクタ点検

(1) 瓦(：11のコネクタ1116,スロットル開度センサのコネク

夕1197分離

(2) 各々のボデー側コネクタの端子間で導通点検

コネクタ没ターミナル 基準値

卩16—6〜阳7—3

導通あり
卩16—20〜卩97—4

闩16—4〜闩97—2

卩16—19〜闩97—2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 2

沉一113

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

(| 1] 2「3 1:4

@) I )

51-114

(3) 1197のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

コネクタ役ターミナル 基準値

卩97—3〜ボデー

導通なし
卩97—4〜ボデー

1 2 1 し1 只97

27—115

2—63



トラブルコードに基づく点検——トラブルコード32

トラブルコード32 02センサ系

——診断内容----------------------------------------- -------- 不具合現象-----------------------------------------

鲁信号系統の断線、又はショート 鲁アイドリング不調
〇2センサ本体不良 鲁排ガス浄化率悪化

点検手順

回 路

腿

0 2センサ

㉘
— 一 1 , |

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

51—116
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トラブルコードに基づく点検ートラブルコード32

5丁一117

(1) エンジン暖機後，エンジン回転数300011)111以上で糸勺1 

分間保持

(2) 〇2センサのコネクタ1143分離

⑶センサ側コネクタの端子1にオシロスコーフ。の㊉側 

プローブ，エンジンブロックにアースリード接続 

(4)エンジンを空吹かしさせ，出力信号波形の電压測定

⑷

コネクタ公ターミナル 基準値

卩43—1〜ボテー 導通なし

3^ 119

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

立

57—118

1143のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

10 3界〇卩ド

辽011のコネクタ1116, 02センサのコネクタ只43分離 

各々のボデー側コネクタの端子間の導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

卩16—5〜卩43—1 導通あり

@) (@)

基準間欠的に0,5ソ以上が出力されている

02センサ〜巳〇リ間のハーネス，コネクタ点検

\
—

/ 
\—

/ 
\

—

/

1
2 
3

/
\ 
/
I
\ 
/

—

\

〇
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トラブノレコード（こ基づく点:検----- -トラブルコード33

トラブルコード33車速センサ系

--------診断闪容----------------------------------------- ----------不具合現象------------------------------------------------

#信号系の断線、又はショート 春アイドリング回転戻り不良

籲車速センサ（コンネーションメータ内リード3狐 籲エンスト
本体不良

# メータケーブル外れ

点検手順

回路図

2 - 66



ラブルコードに基づく点検 ラブルコード33

車速センサ単体点検

タコ付

@) タコ無

8 7 6 5 4 3 ノ 2

11
22

10
21

9

20
8

19 18

6
17

5

16

4

15

3
14

2
13 12

5丁 一 121

(1) インストルメントパネルよりコンビネーションメー

夕取外し

(2) メータ側コネクタ卩17の端子3, 6，卩16の端子9に 

テスタ接続

⑶スピードメータケーブルそう入部をドライバ等で回 

転させ，テスタの針の振れを点検

基準 ケーブル部彳回転毎にテスタの針が4回振れる

車速センサ〜巳〇リ間のハーネス，コネクタ点検

1 2 3 4 5 6 7 8

タコ無 タコ付

㉞

1 2 3 4 5 6 フ 8 9 10 11 12 13

14 15 16 1フ 18 19 20 21 22 23 24 25 26

51—122

(1) インストルメントパネルよりコンビネーシヨンメ

夕取り外し

(2) 圮(：11のコネクタ1118分離

(3) 双方のボデー側のコネクタで端子間の導通点検

コネクタ6ターミナル 基準値

只18—7〜ド17—3(タコ無）
導通あり

闩18—7〜ド17—6 (タコ付）

⑷孖17のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート

していないか導通点検

コネクタ6ターミナル 基準僅

「17—3〜ボナー（タコ無）

導通なし
「17—6〜ボデー（タコ付）

口^^

令 分, 一1…蓮"川〆

タコ付
5丁 一 123

(5)車速センサのアースライン点検

コネクタ段ターミナル 基準値

ド16—9〜ボデー 導通あり

立
9-

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

5丁 一 124
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード42

トラブルコード42 アイドルスイッチ系 ハ
-------- 診断内容----------------------------------------- ——不具合現象------------------------- ---------------

癱アイドルスイッチ（スロットルセンサ）本体不良
春アイドリング不調、エンスト

鲁信号系統の断線、又はショート
春アイドリング回転戻り不良

鲁加速不良、エンジン吹き上がり不良

翁走行中ショック

点検手順

〔主琴)

点検中はエンジンを充分に暖機した後に行うこと。

回 路

@)

已〇じ

㈣)

20

6
18

4

19

8丫

別
6

56

14

12

8

@)

㈧
6

4

3

2

〇

スロットルセンサ

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

@)

(車体ハーネス側) 5丁 一 125
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード42

アイドルスイッチ単体点検

0.

㊃

4 3 2 1)
3丁 一 126

(1) スロットル開度センサのコネクタ1197分離

(2) スロットルバルブを開閉させながらセンサ側コネク

夕で導通点検

コネクタ没夕ーミナル 基準値

卩97—1〜只97— 2

全閉時導通あり

2°以上開放時導通なし

スロットル開度センサ取付け状態点検調整

スロットルボデー

スロットルセンサ
(/ I \ リIゾい

ハ 疒、へ

スト〇ッ

アジヤストスクリュ

只97
4 3 2 1

5丁 一 127

(1)スロットル開度センサのコネクタ1197分離 

⑵次の条件に合うか，スロットル開度センサの取付け 

位置点検

①スロットルレノく一 とストッパの当る部分に0.65111111の 

シックネスゲージをそう入した時、0N

コネクタ公ターミナル 基準値

卩97-丨〜只97-2 導通あり

②シックネスゲージを0.85111111に換えた時、〇ドド

コネクタ汝ターミナル 基準値

卩97—1〜闷7— 2 導通なし

⑶条件に合わない場合は，スロットル開度センサ取付 

スクリュを弛め，本体を回転させて調整。調整しき 

れない時はスロットル開度センサ交換

注意

暖機不充分ではファーストアイドルカムの働きでスロッ 

トルレバーがストッハ。位置まで戻らないので必ず暖機運 

転を充分に行い，スロットルレバーがストッパに当って 

いることを確認後，点検-調整する。

2—69



トラブルコードに基づく点検----- トラブルコード42

アイドルスイッチ〜巳〇リ間のハーネス，
コネクタ点検

(1)五011のコネクタ1116,スロットル開度センサのコネク

夕丑97分離

⑵各々のボデー側コネクタ端子間で導通点検

コネクタ没ターミナル 基準値

卩16—18〜闩97-1

導通あり只16—4〜闷7—2

卩16—19〜只97—2

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22
2 3 4 )

@)
@)

泰

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

@)

2 3 4

V 着
5丁 一 128

(3) 1197のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

コネクタ没ターミナル 基準値

卩97— 1〜ボテー 導通なし

㊃⑦
2 3 4 )

^^ -

5丁—129

2—70
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トラブルコードに基づ〈点検——トラブルコード52

—診断内容----------

鲁信号系の断線、又はショート 

參五0\丁用五〇じ不良

一不具合現象--------------

籲アイドリング不調、エンスト

点検手順

@)

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

@)

7 6 5 1 1 4 3 2

18 17 16 15 14 13 12 11 10 9
灯一130
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コネクタ汝ターミナル 基準値

卩48 — 6〜ボデー

问レンジ：

バッテリ電圧

0レンジ：

1V以下

8 7 6 5 1 1 4 3 2 1

18 17 16 X 15 14 13 12 X 11 10 9

5丁 一 134

10 3评

ぢ0又丁用601；のコネクタ卩48結合 

エンジン始動

瓦(:VI用已〇1！のコネクタ端子とボデー間の電圧測定

1 2 3 4 1 1 5 6 7 8

9 10 11 XI12 13 14 15 X 16 17 18

1 2 3 4 1 1 5 6 7 8

9 10 11 X 12 13 14 15 X 16 17 18

コネクタ段ターミナル 基準値

卩18—11〜ボデー 導通なし

㊃ 1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

5丁 一 131

(3) 1116のボデー側コネクタの端子とボテ、一間でショート 

していないか導通点検

㉚

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

巳1\^用巳〇り点検

巳〇ソ丁用E^L；—EIVIF!^巳〇リ間のハーネス 
コネクタ点検

(1) 丑〇ン丁用瓦011のコネクタド48,五1\1尸1用丑01；のコネク

夕1118分離

(2) 双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

㊃

(1) 丑诞？丨用迟011のコネクタ尺18結合，圮(:VI用5(：11のコ

ネクタド48分離

(2) 10 31

(3) .丘〇マ丁用丑(：1；のコネクタ孖48のボデー側コネクタの端

子とボデー間の電圧測定

コネクタ汝ターミナル 基準値

ド48—6〜ボデー バッテリ電圧

トラブルコードに基づく点検. ラブルコード52

\
--
/ 
\
-
-
-

/ 
\
)
/ 
X
X
I
/

1
2 
3 
4

/
—

\ 
/
(
\ 
/

—

\ 
/

—

\
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード54

——診断内容---------------------------------------- -------- 不具合現象-----------------------------------------

吸気タクト、インテークマニホールド、及びホース、 籲アイドリング回転戻り不良
ニップル類の外れ、弛み、抜け等 鲁エンジン吹上がり不良

点検手順

点検はエンジンを充分に暖機した後に行うこと。
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード54

—回路図

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

(528) 1 2 3 4

5 6 7 8

9 10 11 12

13 14 15 16

(車体ハーネス側)

(？36)

@)

5丁 一 135
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ラブルコードに基づく点検 ラブルコード54

吸気系のエア漏れ点検

エアバイハスバルブ

匕
\ スーハチヤーンヤ

51-136

次の点を中心に点検する。

(1) インテークマニホールドの外れ，弛みはないか。

(2) インテークマニホールドは指定の方法で接続されて 

いるか。

(ガスケットの抜け，ボルト-ナットの締付トルクの

不足等）

(3) ホース，ニップル類の抜け，弛みはないか。

圧カセンサからの入力信号点検

曾

ヅ プル

V

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10

12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

31—137

(1) ぢ(：11のコネクタ1116結合したまま，テスト棒の㊉側を 

端子4，㊀側ボデーアース

(2) 同時に吸入管負圧の測定準備

(3) エンジン始動，少しづつアクセルを踏み込む

(4) 吸人管压力の変化と電压変化の様子を点検 

く参考〉

吸入管臣カニ吸入管負圧十大気圧（750哪1^)

2

(4.5,1460)

(1.0，90)

2 4 6 810121416
吸入管圧力（><100㈣㈠9)

5丁 一 138

スロットル開度センサ取付け状態点検(調整)

〆I㈣徵
スロットルボデー

スロットルセンサ
I / I \ ^ \\ 1/ \\

-シクネスゲージ挿入

ロックナット 

アジヤストスクリュ

/~㊉

㊃
4 3 2

51—139

2-76



トラブルコードに基づく点検^^ラブルコード54

(1)スロットル開度センサのコネクタ1197分離 

⑵次の条件に合うか，スロットル開度センサの取付け 

位置点検.

①スロットルレノく一 とストッパの当る部分に0.65111111の 

シックネスゲージをそう入した時， 0N

コネクタみターミナル 基準値

只97—1〜闩97— 2 導通あり

②シックネスゲージを0.85腿に換えた時，〇孖ド

コネクタ8¢ターミナル 基準値

只97-1〜闩97— 2 導通なし

⑶条件に合わない場合は，スロットル開度センサ取付 

スクリュを弛め，本体を回転させて調整

注意

暖機不充分ではファーストアイドルカムの働きでスロッ 

トルレバーがストッパ位置まで戻らないので必ず暖機運 

転を充分に行い，スロットルレバーがストッパに当って 

いることを確認後，点検-調整する。

4 スロットル開度センサからの入力信号点検

スロツトルセンサ
/ / I 义，II Iハ、 57—140

V

1 2 3 4 5 6 7 8 9 10
12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22

5丁 一 141

(1) 五(：1)のコネクタ，スロットル開度センサのコネクタ 

全て結合‘

(2) 瓦(：11のコネクタを結合したままテスタ棒の㊉側を端 

子6，㊀側ボデーアース

⑶スロットルバルブを徐々に開いていった時，電圧変 

化を測定-点検

コネクタ6ターミナル 基準値

1^16 — 6〜ボ丁 一
全閉時：IV以下

全開時： 3,5ソ以上

注意

スロットルバルブの開度に連動してリニアに変化す

ることを確認すること 〇

5 ド100バルブ〜巳〇リ間のハーネス，コネクタ 
点検(エアコン付車のみ）

㉘
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26

⑴

了0.

5丁 一 142

迟(：11のコネクタ1118とド100バルブのコネクタ只26分

離

(2)双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

コネクタ5¢ターミナル 基準値

只18—22~ 只26 — 2 導通あり

⑶1126のボデー側コネクタの端子とボデー間でショート 

していないか導通点検

コネクタ公ターミナル 基準値

卩26— 2〜ボデー 導通な1

ソレノイドバルブ

37—143

(1) エンジンアイドリング状態，エアコン〇ドド

(2) 卩100バルブの大気側ニップルからホースを抜き，エ 

アの吸い込みがないことを確認
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード62

トラブルコード62電気負荷信号系

——診断内容---------------------------------------------------------------------------------------------------- ---------------------不具合現象----------------------------------:——

信号系の断線、又はシヨート ，パ，;.、.::.1. 春アイドリング不調

各電気負荷3…不良 鲁アイドルアップしない

点検手順
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トラブルコードに基づく点検 トラブルコード62

回路図

サーモスイッチ ラジェータファン

[-11
I

屮㊃

E 0 II

㊃

24
丫㈧ 令

12

13

26

只8

只㈧

(バン，
8しトライのみ)

④

ライティングスイッチ

令

12

9

3

\ 1 II
㈠卩 ㈠し ㈠？ ㈠し ㈠リ ㈠し N11

8 ？ ？ 9 ？ 9 9

7 6 6 6 6 6 6

巳 〇 〇 〇 9 〇

㈠し
古

㈠じ 〇
6 〇 6

@㉘
2

⑸0110 (叫）
№11(し㈠） 30八へッ下ランつ。

№9

60八

№6

㉘

№2

2

4

\ 51 0^ 众(：(： 0??

6 〇 9 ？

八〇〇 6
5丁

|〇 〇

只 6

丨(3スイッチ

リアデフォッガリヤデフォッ
スイッチ

@)

@)

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 1フ 18 19 20 22 23 24 25 26

@)
㉞

④

3

2
4 5

〔1 2 3 4 5 6、

7 8 9 10 11 12 13

5丁 一 144
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード62

备電気負荷部の単体点検

くリヤデフオッガ回路点検〉

リヤデ、フォツカ、、31の0N/0FFに応じ，コンビネーショ 

ンメータ内のリヤデフォツガモニタランプが点灯/消灯 

するか確認

基準
5西〇问—点灯

5西一;肖灯

くへッドランプし〇ビーム回路点検〉

ぐ^ 0

ライティングスイッチ

5丁 一 146

へ、、ノドランフ。をし0ビームにし，ライティングを〇!^/ 

〇尸卩させた時，へッドランプが点灯/消灯するか確認

基準
5西〇问—し〇ビーム点灯

5西〇ドド—へッドランプ消灯

くへッドランプ㈠丨ビーム回路点検〉

ライティングスイッテ

51—147

へッドランプを只丨ビームにし，ライティング3抓を〇〜/ 

〇ドドさせた時，へッドランプが点灯/消灯するか確認

くラジェータフアン回路点検〉

(1) ェンジン始動

(2) アイドリング状態で放置し，ラジェータファンが正 

常に作動するか点検

ど〇りへの電気負荷信号点検

(1) 6011のコネクタを結合したまま，16 3呢

(2) リヤデフオッガ5砰を〇させ，迟(：11への電気 

負荷信号の電圧測定

コネクタ汝ターミナル 基準値

卩18—26〜ボデー
〇问 バッテリ電圧
0^

0 V

1 2 3 4 6 フ 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

㉚

㊀ソ㊉

5丁 一 148

⑶ ヘッドランプを乙〇ビームにし，ライティング3墀を 

〇^/〇ドドさせ，圮011への電気負荷信号の電压測定

コネクタ备ターミナル 基準値

闩18—12〜ボデー

〇问 1V以下

バッテリ電圧

2—80



ラブルコードに基づく点検——トラブルコード62
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くライティング5评〜巳0リ間〉

@)

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

@)

㉚
1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

1 2 3 4 5 6

7 8 9 10 11 12 13

(&)

@)

(^18)
— 「1 1

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

57—153

(1) 兄(：1；のコネクタ1118，ライティング3界のハーネス

ネクタド14分離

(2) 双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

3

コネクタ役ターミナル 基準値

卩18—12〜「14一 3
導通あり

卩18—13〜「14一 9

くサーモ5脊〜巳(:リ間〉

㉚
1

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

(^99)

51—154

(1) 迟(：11のコネクタ1118,サーモ8界のコネクタ1199分離

(2) 双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

コネクタ沒ターミナル 基準値

卩18—24〜卩99-1 導通あり



^EIVI0
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トフブルコードに基づく点検-------トラブルコード63

トラブルコード63、ヒータブロア信号系 ）

——診断内容---------------------------------------- ----------不具合現象一一-------------------------------

❿信号系の断線、又はショー，卜 

鲁ヒータブロア5巩不良

籲アイドリング不調

參アイドルアップしない

鲁エアコンが01^しない。又はヒータ3界が〇卩卩

なのにエアコンが作動する。

点検手順

回 路

60八

日0り

㉚
23

3^

@)

し
N017

2

16,イッチ （「⑵
5了 ¢>N1 八〇〇 0FF

8 ？
八〇〇 6
51
10 〇
0 6

1 2

3 4 5

⑩

@)
1 2 3 4

し(3
0 2

㉘
ブロアファ 
モータ

0
0「㈧
0「8

4

㉘ ブロアファンレジスタ

1 2 3

4 5 6

ブロアファンスイツチ

〇「8

0㈧
〇
8

6

2
3

4

0FF

2^

3.

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

0
⑱

5丁 一 155
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トラブルコードに基づく点検——トラブルコード63

1 ヒータブロアの作動点検 3 ヒータブロア5西〜巳〇リ間のハーネス， 
コネクタ点検

^スイッチ
溫調レバ. 内外気切換レバ.

モードレバー フアンスイッチ

㊃ 1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

4
2
5

3

6
51-156

(1) 10 3胃

(2) ヒータブロア3界を〇N/0FFさせ，ブロアファンの 

作動点検

⑩

基準

5育 〇ドド—ブロアモータ停止

1段—風量弱 

5^2段—風量中 

5^3段—風量強

5丁一 158

ヒ〇リへの入力信号点検

(1) 10 5^

(2) 远(：11のコネクタ1118,ヒータブロア3汎のコネクタ116分

、離

(3) 双方のボデー側コネクタの端子間で導通点検

@)

コネクタ6ターミナル 基準値

卩18—23〜116—6 導通あり

1 2 3 4 6 7 8 9 11 12 13

14 15 16 17 18 19 20 22 23 24 25 26

31-157

(1) 10 3界〇X
(2) 6011のコネクタ1118を結合したままテスタ棒の㊉側を 

端子23，㊀側をボデーアース

(3) ヒータブロア3界を0N/0FFさせ，電圧測定

コネクタ攻ターミナル 基準値

尺18—23〜ボデー

バッテリ電圧

1段〜3段 1V以下
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セレクトモニタによる点検

⑺セレクトモニタによる点検#機能概要

セレクトモニタ（略称： 5 3 1\1)は、下記内容の項目について測定することで電子制御系の故障診断に活用できる。

ドモード
入力、出力信号類のデータを直接表示し、基準値と比較することでセンサ信号系統の断線、ショ 

一卜、センサ類の特性異常が判別できる。

ド八モード 入力、出力信号のと動作状態が1^0の点灯により判別できる。

ド8モード
じチェック、0チェック、バックアップメモリ内のトラブルコードを数字で表示する。

0チェックでは、自己診断手順を実施後に、トラブルコードを数字で表示する。

「モード パ、ックアップメモリ内のトラブルコードをクリアできる。

セレクトモニタ機能の「ド」モードにより，センサ，アクチュエータの特性を測定して基準データと比軽し，不具 

合原因となっている項目を点検。 ，、ヽ

——診断内容----------------------------------------- ——不具合現象----------------------------------------

センサまたはアクチュエータ系の特性異常 像リードメモリ，IIおよび0チェックの点検でトラ

ブルコードが出ず，また，現在，過去において，不

具合が発生している場合

点検手順
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セレクトモニタによる点検 厂モート

鲁ドモード

ファンクシヨンコード 入力，出力信号 

測定項目
表示 内容

コード|^|0， 略 称

「00 年式表示 モニタ接続時に当該車両の年式を西暦表示する。

「01 も バッテリ電压 用圮(:じに供給されているバッテリ電圧(ン)を表示する。

ド03 車両速度 用五01)に入力されている車両速度(1^/11)を表示する。

ド04 エンジン回転数
クランク角センサから入力されているエンジン回転数(叩111) 

を表不する。
尸06 冷却水温度 水温センサから入力されている冷却水温度(て）を表示する。

厂07 八〇バ 最終進角度
各センサからの信号を基準にして決定された最終進角度 

((1坪）を表不する。

ド09 スロットルバルブ角度
鲁

スロットル開度センサから入力されているスロットルバル

ブ開度“6“ を表示する。

ド丨1 丁旧 インジェクタ噴射時間 インジェクタに通電されている時間(爪3)を表示する。

「12 150 130バルブ 150バルブ開度(％)を表示する。

ド丨3 〇2 〇2センサ出力電圧 〇2センサから入力されている電圧(V〉を表示する。

「14 02隠 〇2センサ出力電圧最大値 〇2センサから入力されている電圧の最大値(乂）を表示する。

,「15 02圆 〇2センサ出力電圧最小イ直 〇2センサから入力されている電压の最小値(\〇を表示する。

ド16 八し户㈠八 空燃比補正量
〇2センサにより補正されている八/ド補正係数(％ )を表示 

する。

ド20 圓卜卩 吸入管圧力
压カセンサから入力されている吸入管圧力（哪只邑）を絶対圧 

で表示する。

「28 丁八 吸気温度 吸気温センサから入力されている吸気温度(て）を表示する。

ド29 V瞧 ノックセンサ出力電圧 ノックセンサから入力されている電圧値(ン）を表示する。



セレクトモニタによる点検——ド〇〇，ド01

—測定条件

10 3#が0^の時

—基 準 値------------
く表示内容〉

1993 (卩〇〇)

3八1^8八0 30日，

基準値外の時の点検

〇^〇1【 バツテリ電圧…日） )
—測定条件-----------------------------
(1) 10 3^ 01^の時

(2) エンジン暖機後のアイドリング(800邛11〇 

状態の時

——基
〈表示例〉

準 値

ソ8 (「01)

12.57

基準値外の時の点検

2-88



セレクトモニタによる点検------- ド〇 3，ド〇 4

一一測定条件--------------------------------------
車体をリフトアップした後、エンジンを始動し、ギ 

ヤを入れて、スピードメータが401011/匕を示す様にア 

クセルを踏込む。

基準値外の時の点検

基準 値
く表示例〉

スピードメータ表示と33河表示を比較
[基準値|指示値の差：土10%

¢「0 4 ^^^^エンジン回転数汨卩巳ソ)
一測定条件------------------------------
エンジン回転数を一定にして測定する。

(^1)

エンジン回転数は64⑻印!!!を超えないこと。

—基 準 値——-----------------------
く表示例〉---------------------------------------- :---------- :

E^E V ㈣4)

8 0 0「口…

し基準値【タコメータと同様な数値である。.I

基準値外の時の点検
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セレクトモニタによる点検 ド〇 6，ド〇 7

基準値外の時の点検

点火時期（八0ソ5)
測定条件

エンジン暖機後の、アイドリング（800卬〇1)状態の

時0

基準 値
〈表示例〉

注意 ド0 7で表示される点火時期の数値は、 
一到しないことがある。

基準外の時の点検-------------------------

迟（：II内部での演算値であるため、実際に測定した場合の数値とは
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セレクトモニタによる点検-------ド10，「11

〇1 0 9【 スロットル開度（丁㈠ソ)
一測定条件------------------------
エンジン暖機後に停止して、16 3冒を 

01^1にした状態の時。

—基
〈表示例〉

準 値

丁！"！ V げ〇旬

22.00168

ン
-;

甘進辟

-

全閉：約11(3〜彳9)^62 
全開：約95(85〜1〇3)づ0运
全閉から全開の間でアクセル⑺ 
踏込みに比例して変化すること

-基準値外の時の点検一—

1 スロットル開度センサ 」スロットル開度センサ系トラブ)レコードに基づく点検
卬62)

(>111 インジヱクタ噴射幅（丁IIV0
一測定条件-----------------------------------
(1) エンジン暖機後のアイドリング（800で！)111)

状態の時。

(2) 電気負荷部（リアデフォッガ、へッドランプ，

ラジェータフアン）、及びエアコンが〇卩ドの時

基準値外の時の点検

基準 値
く表示例〉 7 1 IV！ (「11)

3.1^5

、叙.:::::( :；.---
基準値が^濟念::^、分'、::::

从丁 ： 2.0〜3.2⑴5 

巳(:ソ丁 ： 2.3〜3.5⑴5
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セレクトモニタによる点検------ ド12 ,ド13

一一測定条件---------------------------------------
(1) エンジン暖機後のアイドリング(800^111)の状態の

時。
(2) 電気負荷部（リヤデフォッガ、へッドランプ、ラジ

エータフアン）、及びエアコンが〇卩卩の時。

⑶バッテリ電圧が13ン以上。

(4疋07丁車では、1〃又は、ヽ？"ポジション。

基準値外の時の点検

基準 値
〈表示例〉

1 5 0 (「12)

3 0%

|基準値|15〜40%

516 :調整する際には25 土 5%にすること

013〕 〇2センサ信号（02)
一一測定条件-------------------------------------
エンジン暖機後に、回転数を30001に保持した状 

態で測定。

——基
く表示例〉

〇〜IV間で変化する]

準 値

02 (「13)

0,88ソ

基準値外の時の点検

1 インジXクタ噴射幅（丁丨⑷ ド1丨モードの点検（？ 91)

2 02センサ 〇2センサ系トラブルコードに基づく点検実施

？ 64)
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セレクトモニタによる点検 厂14，ド15

〔门4〔 〇2センサ信号!\^3乂（02⑴狀)
一一測定条件---------------------

籲エンジン暖機後、回転数を300011)111に 

保持した状態で測定

基準 値
嫌示例〉

02阳3ス (「14)

0、90ソ

0.5〜1.0V

基準値外の時の点検

(「15 〇2センサ信号!VI！门（02⑺丨门)
一測定条件-----------------------
籲エンジン暖機後、回転数を300011)111に 

保持した状態で測定

基準 値
〈表示例》

02^！^

0」2ソ

5)

0.0〜0,5ソ

基準外の時の点検
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セレクトモニタによる点検一一「16,尸2 0

-測定条件一一:----------------------------------

籲エンジン暖機後、回転数を300011)111に 

保持した状態で測定。

基 準 値
〈表示例〉

八し？卜|八 (ド16)

-3.2%

陰^^9-10- +10%の間で変化|

基準値外の時の点検

〇^2 0〔 吸入管圧力（从八1\1卜卩)
一测定条件----- ----------------------- -

鲁エンジン暖機後のアイドリング状態の時。

基準 値
〈表示例〉

げ2 0)

360⑴⑺啦

…丁 I 280〜400⑴⑺㈠莒 
E^VT : 300〜420咖㈠5

※値は絶対圧表示である

基準外の時の点検
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セレクトモニタによる点検 ド2 8，厂2 9

〔「2 8 吸気温信号（丁！"！八）
一測定条件---------------------------
エンジン暖機後のアイドリング状態の時。

基準値外の時の点検

基準 値
く表示例〉

丁㈠八 (「2 8)

4001620

「基準値120〇〇~70〇〇^
、外気温度、エンジン馳温度等により基準値を外れることがある

〔「2 9 ノックセンサ出力信号（ソド1\1ド)
測定条件

エンジン暖機後のアイドリング状態の時。

基準 値
〈表示例〉

ソ州ド (「2 9)

2,50ソ

み難

基準値外の時の点検
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鲁ド八モード

セレクトモニタによる点検 ド八モード

ファンクションコード
信号名称 し5 0の点灯条件

コードN0 略称 1^0 N0.

ド八〇

八" 1 八3 5信号入カモニタ 入88作動信号が〇贝したことがある時点灯する。

110 2 テストモードコネクタ入力 テストモードコネクタ結合で点灯する。

― 3 リードメモリコネクタ入力 リードメモリコネクタ結合で点灯する。

N8 4 ヒータブロア信号入力 ヒータ5^で点灯する0

八〇 6 エアコン3珂信号 ェアコン〇以で点灯する。

0し 7 クラッチ信号入力 走行レンジ（只，0,0 3)へセレクトした時に点灯する。

6し 8 電気負荷信号入力 電気負荷（ヘッドライト，リヤデフォッガ，ラジェータファン）0以で点灯する。

10 9 アイドル5…入力 アイドル5界〇以で点灯する。

0 1 4 I5。バルブ診断入力 I3〇バルブ〇抖で点灯する。

7 丘0VI識別線入力 圮〇マ丁車のみ点灯する。

八8 9 八83作動信号入力 八3 3作動時点灯する。

02 10 〇2リッチ.リーンモニタ 〇2出カリッチの時に点灯する0

卩八2

1 八/〇コンブレッサリレー制御出力 八/〇コンブレッサリレー〇以で点灯する。

0日 3 チェックエンジンランプ出力 チェックェンジンランブ〇以で点灯する。

八卩 4 エアコン孖I (：0出力 ェアコンドI〇〇 〇以で点灯する0

0只 6 クランク角センサ信号モニタ クランク角センサ信号入力後点灯する0

1 3 8 I 3¢：バルブ出力 I50バルブ〇以で点灯する。

5 ？ 9 フューエルポンプ出力 フユーェルポンプリレー〇以で点灯する。
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セレクトモニタによる点検——ド八〇

基準 値表示内容

し巳〇㈧〇. 信号 名 記号

1 八8 5信号入カモニタ

2 テストモード 110

3 リードメモリ 刚

4 ヒータブロア信号 N8

5

6 エアコン信号 八〇：

7 クラッチ信号（ど〇丁ソのみ） 0し

8 電気負荷信号 巳し

9 アイドルスイッチ 10

10

じ0 ^171 N8 —

0し 巳し 10 —

1 2 3 4 5

10-----  3丁 一 159

(1) イグニッシヨン0”後，沾8作動したことがある時 
:N0.11^0点灯
イグニシヨン〇^後、一度も入：68作動してい 
ない時：N0.11^0消灯

(2) テストモードコネクタ結合時：N0.21^0点灯 
テストモードコネクタ分離時：N0.21^1)消灯

(3) リードメモリコネクタ結合時：N0.31^1)点灯 
リードメモリコネクタ分離時：N0.31^1)消灯

(4) ヒータブロア3界が〇贝の時：N0.41^1)点灯 
ヒータブロア8界が〇ぞ尸の時：N0.41^1)消灯

(5) ェアコン8界が01^の時：N0.6ム迟〇点灯 

ェアコン8^が〇ド罗の時：N0.61^0消灯，

(6) 丑〇冗車において，ェンジン始動後 
0レンジの時：N0. 71^13点灯

レンジの時：N0. 71^0消灯
(7) 電気負荷部（リヤデフォッガ，ヘッドランプ，

ラジェータフアン）において

いずれか一つでも〇忖の時：N0.81^1)点灯 
全てのものが〇ドどの時：N0.81^1)消灯

(8) ェンジン暖機後

アクセル解放の時：N0. 91^0点灯 
アクセル踏込みの時：N0. 91^0消灯
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セレクトモニタによる点検——ド八1
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セレクトモニタによる点検------- ド八1

表示内容

し £0 1\1〇. 信号 名 記号

1 -

2

3

4 150バルブ診断 01

5

6

7 E^TV車識別

8

9 八8 3作動信号入力 八8

10 〇2リッチモニタ::.，: 〇2

01

丁闓 八8 02

11I 2 II 3 Iし4」じ
61「71「81「91「10

5丁 一 161

—基 準 値----------------------------------------

(1) テストモードコネクタ結合で，1¢ 3评が〇X
(エンジンは〇卩孖）の時：N0.41^0点滅

(2) 已(：ン丁車の時：N0, 71^：0点灯 

1^1：車の時：N0.7 1^0消灯

⑶处8作動時：讨〇, 91^0点灯 

^8非作動時：讨〇 # 91^0消灯

⑷〇2フイードノべツク実行中に

八/ドリッチ信号出力中：X0.101^0点灯 

八/ドリーン信号出力中：0.101^0消灯

51-162

回 路 図

150
バルブ

㊃

E 0 II

12

@) 5

16

—- ^--- —

8
旧(:VI車のみ）

# —
〇ソ丁
已〇リ

3

〇
^メインリレーへ

ブレーキ3西 
(闇丁のみ）

〇

？

一 八83
—

(〇ソ丁のみ)

由

画

02センサ
57—163
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セレクトモニタによる点検 厂八2

(^八2【 スイッチ3 (5^3) )
表示内容

し £0 1\1〇. 信号 名 記号
1 エアコンコンブレッサリレー出力信号 八只

2

3 チェックエンジンランプ出力信号 (:巳

4 エアコンド丨0 0出力信号

5

6 クランク角センサ信号モニタ 〇闩

7

8 丨(：5バルブ出力信号 15

9 フューエルポンプリレー出力信号

10

八ド —

〇闩 15 印 一一

1 | I 2 I I 3 I I 4^) I 5
6 7 18119 1 | 10

5丁 一 164

—基 準 値---------------------------------------

(1) エアコンコンブレッサがの時：恥11^0

点灯

の時：N0.1し五〇消灯

(2) メータ内チェックエンジンランプが

点灯の時：吣31^：1)点灯 

消灯の時：恥31^：1)消灯

⑶アイドリング時八/〇 3禪が〇尺で，ヒータブロア 

3界が の時：恥乩五!)点灯

〇ド尸の時：耐1^0消灯

(4) 3界〇卩時（エンジンは〇ド卩）消灯’

エンジン始動後 N0.6 五〇消灯

⑸テストモードコネクタを結合させて，10 3贾 
を(エンジンは〇卩孖）させた時：恥81^：0

点滅

⑹10 3巩が〇X (エンジンは〇ドド）後，

2秒間：恥91^：1)点灯 

2秒以後：恥91^：1)消灯

回 路
150 フューエル
バルブポンプ

フューエル
ポンプリレー

ド100 
バルブ. 

マグネット众/〇 メイ 
クラッチ リレー 
リレー

高低圧 
カット洲 コンビネーションメータ

八/〇コントロー ル 
ガス温5奴ユニット

タコ無 タコ付

6 沪16)-15 『16)-15

〇 沪16)-18 (「16)-19

51-165
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セレクトモニタによる，存、検--------- 基準値以外の時の不具合症状
- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -- - - - ------ ----- - - - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - -- - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - - -一

，基準値外の時の不具合症状

モード 不具合 症状

厂0丨 V 8 ランプ類が暗くなる、ランプ切れ、エンスト、始動不能（バッテリ上がり）、

バッテリオーバチャージ（バッテリ劣化）、チャージランプ点灯

ド0 3 V 5 エンスト、アイドル回転戾り不良 ， -

ド0 4 E ^ E V エンスト、アイドリング不調、始動性不良

ド0 6 丁㈧ 始動性不良、燃費悪化、加速不良、アイドリング不調

尸0 7 八V 0 5 アイドリング不調

尸0 9 丁㈠V 加速不良、エンジン吹上り不良

^ 1 1 丁 丨 エンスト、アイドリング不調、加減速不良、アフタファイヤ

尸丨2 1 8 0 ェンスト、アイドル回転戻り不良、アイドル回転数低下、始動性悪化

尸 1 3 0 2 アイドリング不調

ド1 6 八し？㈠八 アイドリング不調

ド2 0 IV！八1 # ？ エンスト、アイドリング不調、加速不良、燃費悪化

ド2 8 丁㈠八 アイドリング不調、燃費悪化

「2 9 Vドド ノッキング発生

蠡

子八〇

し已〇 №.2 リ〇 0チェック不能、又はチェックエンジンランプの誤点灯

し巳〇 N0.3 ㈣ トラブルコード読出し不能、又はチェックエンジンランプの誤点灯

1^0 №.4 N8 エアエン作動不良、アイドルアップしない

し已〇 №.6 八0 エアエン作動不良

LE0 N0.7 0し エンスト、アイドリング不調

し巳〇 №.8 已し エンスト、電気負荷部使用時にもアイドルアップしない

1^0 N0.9 10 加速不良、アイドル回転戻り不良

ド八1

し巳〇 N0.4 0 1 エンスト、アイドル回転戻り不良、加速不良、エンジン吹上がり不良

し日〇 N0. 7 丁 IV！ エンスト、アイドリング不調、チェックエンジンランプ点灯

1^0 N0.9 八8 八3 3機能不良、八3 5作動不能、ェァコン機能不良

し巳〇 №.10 0 2 アイドリング不調

ド八2

し已〇 N0.丨 八闩 エアコンプレッサが作動しない

LE0 N0.3 0巳 チェックエンジンフンブ点灯不良

1^0 №.4 八0 ェアコン作動不良

し三〇 №.8 1 5 エンスト、アイドル回転戻り不良、アイドル回転数低下

1^0 №.9 「？ 始動性不良、エンスト
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セレクトモニタによる点検一ード日モード

国「日8¢ドモード

コードN0. 略 称…- 測定項目 表示 内容

厂8 0 〇㈤叩または脱0，11 自己診断機能 現在の故障箇所の自己診断結果を表示する。(1)チェック又は！)チェック）

尸8 1 〇^〇 -IV！ 自己診断機能 過去の故障箇所の自己診断結果を表示する。

ド0 0 バックアップクリア バックアップメモリ内に記憶されている過去のトラブルコードをクリアする。

トラブル

コード
入出カセンサ名称 略称

トラブル

コード
入出カセンサ名称 略称

21 水温センサ系、 32 〇2センサ系 02

22 ノックセンサ系 00X 33 車速センサ系

23 圧カセンサ系 ？，5 42 アイドル3评系 103^

24 130バルブ系 130 52 クラッチ信号系 0^50

26 吸気温センサ系 丁八 54 吸気系

31 スロットセンサ系 62 電気負荷信号系

63 ヒータブロア信号系

2—103



不具合現象に基づく点検

(8)不具合現象に基づく点検

ここでは，不具合現象別推定原因を一覧表にまとめてある。

自己診断でトラブルコードを表示しない不具合のトラブルシューティングに活用する。
不具合現象別トラブルシューティングは，まず，問診内容と基本点検結果を整理し，不具合現象別推定原因一覧 

表と照らし合わせて点検の優先順位を決定し，系統別，部品別に順次点検を行い，トラブルシューティングを行う

注意 不具合現象が再現しているにもかかわらず，自己診断で異常が検出されない理由として，自己診断の異常

検出範囲外で不具合が発生している場合と，白己診断系統以外で不具合が発生している場合とが考えられる

く点検手順〉
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不具合現象に基づく点検
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クリアメモリの手I噴

(9)クリアメモリの手順 

ーセレクトモニタを使用しない場合

(1)10 3^ 〇ド孖

リードメモリ 
ードコネクタ 
:(1極黒)

テストモード 
コネクタ 
(2極縁) セレクトモニタ 

コネクタ 
(9極黄） 5丁一166

(2) テストモードコネクタ，リードメモリコネクタ共に 

結合

(3) 0チェック実施

〔4〕自己診断の項を参照

0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5

----〇にコード

トラブルコード22

1.2 0.31.2 0.3 0.3
0.3 0.3

(4) …チェックエンジンランプが〇尺コードを出しているこ

とを確認

く參考〉

〇チェック実施後でも〇尺コードが出力されないでトラブ 
ルコードが出力されている場合には対応する個所の修理 

を行った後，再度クリアメモリをやり直す。

(5) 16 3贾〇尸玨の状態でテストモードコネクタ，リード

メモリコネクタ共に分離

セレクトモニタを使用する場合

51—167

(1)セレクトモニタをセットし，ファンクションモード

を選択-実行

(2)セレクトモニタの表示

1^巳1^10闩丫 0し6？

^ 0 :丫巳5 1:N0

丄丫 £5

(3) 10 5评を〇ドドすればクリアメモリ完了
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